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東北大学史料館   
細胞生物学講座（発生生物学分野）
伊藤　恒敏
ITOH Tsunetoshi 教授
大学院医学系研究科  医学部 医科学専攻 細胞生物学講座（発生生物学分野）
出身学校
東北大学・医学部・医学科 1974年 卒業
取得学位
医学博士 東北大学 1981年
略歴
1974年—1982年 東北大学医学部第三解剖学教室
1982年—1986年 東北大学医学部第三解剖学教室
1986年—1997年 東北大学医学部第三解剖学教室
1997年—現在 東北大学大学院医学系研究科医科学専攻
研究経歴
1974年—現在 胸腺の構造と機能
1979年—現在 胸腺リンパ球分化
1979年—現在 発生  分化における細胞間相互作用
1987年—1995年 胎仔肝造血環境および機構
1998年—現在 小腸絨毛上皮細胞間リンパ球の活性化
1998年—現在 小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化機構
1998年—現在 DNA断片化とその修復および細胞死の機構
2003年—2008年 地域医療システムの構築
所属学会
日本解剖学会 (1986/04- 評議員), 日本免疫学会 (1996/04-2004/03 評議員), 日本リンパ学会 (1996/04- 理事),
日本胸腺研究会 (1999/04- 理事), 日本発生生物学会 (1986/04-), 日本癌学会 (1990/04-), 日本血液学会 (1990/04-), 日
本解剖学会 (2007/04-2009/03 理事), 日本免疫学会 (1981/04-)
学会活動
日本解剖学会　評議員 1986年－現在
日本免疫学会　評議員 1996年－2004年
日本リンパ学会　理事 1996年－現在
日本胸腺研究会　理事 1999年－現在
日本解剖学会　理事 2007年－2009年
専門分野
胸腺の構造と機能, 胸腺リンパ球分化, 発生  分化における細胞間相互作用, 胎仔肝造血環境および機構, 小
腸絨毛上皮細胞間リンパ球の活性化, 小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化機構, DNA断片化とその修復および細胞死
の機構
研究課題
・胸腺の構造と機能
・胸腺リンパ球分化
・発生  分化における細胞間相互作用
・胎仔肝造血環境および機構
・小腸絨毛上皮細胞間リンパ球の活性化
・小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化機構
・DNA断片化とその修復および細胞死の機構
・地域医療システムの構築
研究キーワード
組織学, 免疫学, 胸腺, Tリンパ球分化, 胎仔肝造血, 小腸上皮間リンパ球
報道
[ 日本国内 ] 医師不足解消研究　来月 1日スタート　県と東北大合意（その他
　新聞　河北新報）
2005年5月
[ 日本国内 ] 医師不足解消を研究　宮城県と東北大　講座開設へ協定締結（そ
の他　新聞　河北新報）
2005年5月
[ 日本国内 ] 寄附講座設置へ協定書　県と東北大　講座開設へ協定締結（その
他　新聞　朝日新聞）
2005年5月
細胞生物学講座（発生生物学分野） 0 – 1
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[ 日本国内 ] 県と東北大　「地域医療講座」締結　慢性的医師不足の解消策（そ
の他　新聞　毎日新聞）
2005年5月
[ 日本国内 ] 東北大医学部　地域医療の課題探る　分析本出版　データを用い
て解説（その他　新聞　河北新報）
2005年6月
[日本国内 ] 地域医療講座の担当教授に 2氏　東北大（その他　新聞　河北新報） 2005年6月
[ 日本国内 ] 医師不足解消目指す「ドクターバンク」応募不調,いまだゼロ（出
演  執筆　新聞　河北新報）
2005年7月
[ 日本国内 ] MEDICALトピックス　新刊「地域医療システム構築-東北大学医
学部の取り組み-」発刊（その他　雑誌　ドクターズマガジン）
2005年8月
[ 日本国内 ] 争点を歩く 05知事選　 5医師不足　取り残される郡部（その他　
新聞　朝日新聞）
2005年10月
[ 日本国内 ] 05知事選　暮らしの行方 2　医師不足いつまでも（その他　新聞
　河北新報）
2005年10月
[ 日本国内 ] 医師不足　臨床研修必修化で拍車　大学頼れず新確保策（その他
　新聞　朝日新聞）
2005年11月
[ 日本国内 ] 東北の全医師勤務実態探る　東北大医学部（資料提供　新聞　河
北新報）
2005年11月
[ 日本国内 ] 医師不足で 2種の実態調査　医療システム再構築の基礎データに
（その他　新聞　 Japan Medicine）
2005年12月
[ 日本国内 ] 東北大学医学部新カリキュラム　地域実習 2年時にも　開業医か
ら「原点」学ぶ（その他　新聞　河北新報）
2006年2月
[日本国内 ] 栗駒病院改築で地元住民に説明　栗原市（その他　新聞　河北新報） 2006年2月
[ 日本国内 ] 地域医療将来像探る　 18日シンポ　東北の全医学部参加　仙台
（資料提供　新聞　河北新報）
2006年3月
[ 日本国内 ] 医師不足に危機感　 6大学シンポ　地域医療の課題探る　仙台（資
料提供　新聞　河北新報）
2006年3月
[ 日本国内 ] 栗駒病院は病床数減も　医療体制検討委中間報告まとめる（その
他　新聞　河北新報）
2006年3月
[ 日本国内 ] 医師不足問題　東北 6大学医学部が初のシンポ（資料提供　新聞
　日本医事新報）
2006年4月
[ 日本国内 ] 栗駒病院　伝創館西側に移築　栗原市「早期の着工が可能」（その
他　新聞　河北新報）
2006年4月
[ 日本国内 ] 市立 5病院　再編議論　登米市医療福祉検討委員　初会合　年内
に結果まとめる（その他　新聞　河北新報）
2006年6月
[ 日本国内 ] 石巻 6公立病院機能分担　コンサル委託取りやめ（その他　新聞
　河北新報）
2006年6月
[ 日本国内 ] 足報ワイド　登米市立 5病院再編論議　かみ合わぬ議会と市　共
通認識の構築必要（その他　新聞　河北新報）
2006年6月
[ 日本国内 ] 東北大医学部　「町医者修業」2年目に（その他　新聞　河北新報） 2006年7月
[ 日本国内 ] 仙南地域「中核 2病院統合を」　検討部会合意　診療科分け「双
子」形式（その他　新聞　読売新聞）
2006年7月
[ 日本国内 ] 仙南地域中核 2病院　首長ら「統合」に温度差　理事会  検討部会
が合同会議（その他　新聞　河北新報）
2006年7月
[ 日本国内 ] 仙南の刈田総合と県南中核病院　将来的な統合合意　医療対策委
検討部会報告（その他　新聞　河北新報）
2006年7月
[ 日本国内 ] 栗原地域医療検討委　医師の専門医志向満たすマグネット病院必
要（その他　新聞　河北新報）
2006年7月
[ 日本国内 ] 「マグネットホスピタル」の提案（出演  執筆　雑誌　ドクターズ
マガジン）
2006年8月
[ 日本国内 ] 石巻 2次医療圏体制の議論　 1年半ぶり再開へ（その他　新聞　
石巻かほく）
2006年8月
[ 日本国内 ] 耐震対策必要と診断　登米の米谷病院入院病棟を縮小　市長が方
針（その他　新聞　河北新報）
2006年9月
[ 日本国内 ] 石巻 2次医療体制の在り方　「赤十字病院核の完結型」（出演  執
筆　新聞　石巻かほく）
2006年9月
[ 日本国内 ] 現状，課題で意見交換　石巻地区の地域医療対策委（その他　新
聞　石巻日日）
2006年9月
[ 日本国内 ] 医師不足  偏在問題　「地域で開業医の診療科枠も検討を」（資料
提供　新聞　日本医事新報）
2006年9月
[ 日本国内 ] 「新」石巻赤十字病院患者が急増　高度医療に専念できず（その
他　新聞　河北新報）
2006年10月
[ 日本国内 ] 将来統合の 2病院機能分担など議論　仙南地域医療検討部会（そ
の他　新聞　河北新報）
2006年10月
0 – 2 医科学専攻
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[ 日本国内 ] 日本医学会  日本医師会　女性医師の活用や開業医  他職種との連
携を（その他　新聞　日本医事新報）
2006年10月
[ 日本国内 ] 医師数，法水準下回る　東北地方全域 1病院当たり適正より平均
2.5人　東北大調査（資料提供　新聞　朝日新聞）
2006年10月
[ 日本国内 ] 東北 6県　医師の 64パーセント「不足」実感　東北大調査　診療
科問わず深刻（資料提供　新聞　河北新報）
2006年10月
[ 日本国内 ] 東北の病院　 8割医師不足　東北大調査　 1300人の補充が必要
（資料提供　新聞　岩手日報）
2006年10月
[ 日本国内 ] 6県の病院　「医師足りぬ」83％　東北大大学院が調査（資料提
供　新聞　日本経済新聞社）
2006年10月
[ 日本国内 ] 医師不足　医師も実感　東北大調査　東北勤務の 64.7%が指摘（資
料提供　新聞　読売新聞）
2006年10月
[ 日本国内 ] 医師確保　各自治体で独自策　絶対数不足に苦慮（出演  執筆　
新聞　朝日新聞）
2006年10月
[ 日本国内 ] 東北 6県で医師不足深刻　東北大大学院本郷教授ら病院アンケ　
46%が必要数満たさず（資料提供　新聞　毎日新聞）
2006年10月
[ 日本国内 ] 第 60回東北医師会連合会総会並びに学術大会（その他　雑誌　宮
城県医師会報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 地域医療の足元で　医師不足県北地方の今 6　病院再編地元冷や
やか（その他　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 地域医療の足元で　医師不足県北地方の今 7　相次ぐ退職医局火
の車（資料提供　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 「医師不足」を討論　仙台でシンポ（資料提供　新聞　読売新聞） 2006年11月
[ 日本国内 ] 医師「絶対数足りぬ」　東北大シンポ　労働体系問う声も（資料
提供　新聞　朝日新聞）
2006年11月
[ 日本国内 ] 医師不足さらに深刻化　地域医療シンポ　関係者ら強い危機感　
仙台（資料提供　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 地域医療の足元で　医師不足県北地方の今 11　集約化の是非どう
判断（その他　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 地域医療の足元で　医師不足県北地方の今 12完　「戦力」確保へ
結束必要（出演  執筆　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 県南中核病院　付属村田診療所無床に（その他　新聞　河北新報） 2006年11月
[ 日本国内 ] 日本の論点 2007　「データファイル 59産科医  小児科医がなぜ不
足するのか？」（その他　雑誌　文藝春秋）
2006年11月
[日本国内 ] 政策神髄「『医師不足』を考える」（出演 執筆　テレビ　朝日ニュー
スター）
2006年11月
[ 日本国内 ] 医師不足の現状把握へ　第 2回石巻地区医療対策委（その他　新
聞　石巻日日）
2006年11月
[ 日本国内 ] 「病院は役割分担を」石巻地区医療体制検討委　県が素案示す（出
演  執筆　新聞　石巻かほく）
2006年11月
[ 日本国内 ] 第 2回東北大学シンポジウム (1) 医師不足の現状  問題  展望（企
画協力　新聞　朝日新聞）
2006年11月
[ 日本国内 ] 登米市　佐沼病院を拡充整備　地域医療検討委　 5病院再編，中
核に（その他　新聞　河北新報）
2006年11月
[ 日本国内 ] 東北の病院，半数が標欠　東北大  金村氏が調査（資料提供　雑誌
　宮城県医師会報）
2006年12月
[ 日本国内 ] 第 2回東北大学シンポジウム (2) 医師不足の現状  問題  展望（企
画協力　新聞　朝日新聞）
2006年12月
[ 日本国内 ] 医師不足：深刻　半数近くの病院，必要数未満　東北 6県  東北大
調査（資料提供　新聞　毎日新聞）
2006年12月
[ 日本国内 ] 宮城県  地域医療対策委員会　中核病院の位置付けで方向性　医
師派遣に道筋との期待感も（出演  執筆　その他　じほう (Japan Medicine)）
2007年1月
[ 日本国内 ] 第 2回東北大学地域医療シンポジウム「医師不足の現状  問題  展
望」開（企画協力　雑誌　ドクターズマガジン）
2007年2月
[ 日本国内 ] 石巻医療圏　機能分担の議論進まず　県の将来モデルに異論（出
演  執筆　新聞　石巻かほく）
2007年2月
[ 日本国内 ] 魅力ある病院経営　圏域体制の確立を　地域医療対策委  検討専
門委員会（その他　新聞　石巻日日）
2007年2月
[ 日本国内 ] 栗原中央＋県立循環器　登米市立佐沼もプラス　病院再編，2案に
絞る（その他　新聞　読売新聞）
2007年2月
[ 日本国内 ] マグネット病院検討必要　「栗原中央」機能強化盛る　検討委最
終報告（資料提供　新聞　河北新報）
2007年2月
細胞生物学講座（発生生物学分野） 0 – 3
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[ 日本国内 ] 夕張  診療所運営　「希望の社」野村HDが支援　社会医療法人認
定申請も（出演  執筆　新聞　読売新聞）
2007年2月
[ 日本国内 ] 「魅力ある病院」議論　仙台で地域医療シンポ（資料提供　新聞
　河北新報）
2007年3月
[ 日本国内 ] 石巻地区地域医療対策委　人事交流や機能分担　新年度早々報告
書提出　専門委が方向性示す（その他　新聞　石巻かほく）
2007年3月
[ 日本国内 ] 来年度も継続して協議　石巻地区地域医療対策委員会（その他　
新聞　石巻日日）
2007年3月
[ 日本国内 ] ドキュメント医療危機 1　足りぬ医師「吸い寄せる磁石を」（資料
提供　新聞　朝日新聞）
2007年4月
[ 日本国内 ] ドキュメント医療危機 2　出版きっかけ，センターできた（資料
提供　新聞　朝日新聞）
2007年4月
[ 日本国内 ] ドキュメント医療危機 3　激しい討論会　穏やかな報告書（資料
提供　新聞　朝日新聞）
2007年4月
[ 日本国内 ] ドキュメント医療危機 4　熱血外科医「医師 12万人足りぬ」（資
料提供　新聞　朝日新聞）
2007年4月
[ 日本国内 ] 「未来見据えて」テーマ　全国自治体病院学会　札幌で 9月開催
（その他　新聞　北海道医療新聞）
2007年5月
[ 日本国内 ] 地域医療救済策考える　東北大シンポの講演録出版（資料提供　
新聞　河北新報）
2007年5月
[ 日本国内 ] 「医師不足 4万人」厚労省の統計分析　診療体制，非常勤頼み（資
料提供　新聞　毎日新聞）
2007年6月
[ 日本国内 ] 東北大　医師派遣　要請の 3割弱　窓口一本化初年度　 3分の 2
宮城県内（その他　新聞　河北新報）
2007年6月
[ 日本国内 ] 6.2医療シンポジウム　医師，看護師を増やそう　根拠ある要求で
手を結び運動を（資料提供　新聞　宮城保険医新聞）
2007年6月
[ 日本国内 ] 医師不足どう打開　日本公共政策学会　東北の実情を報告　仙台
（資料提供　新聞　河北新報）
2007年6月
[日本国内 ] 医師不足問題でシンポジウム　東北大学地域医療シンポジウム「医
師のキャリア  デザイン構築　『地域（企画協力　新聞　町村週報）
2007年6月
[ 日本国内 ] 医療クライシス (1)どうする医師不足（出演  執筆　新聞　毎日
新聞）
2007年7月
[ 日本国内 ] へき地勤務義務付けは疑問　医師不足解消でシンポ（その他　新
聞　共同通信）
2007年7月
[ 日本国内 ] 深刻医師不足　地域で人材育成急務　東北大シンポ　行政  医療
の連携探る（資料提供　新聞　河北新報）
2007年7月
[ 日本国内 ] 競う病院　遠い分担　-診療機能再編　宮城  石巻では（資料提供
　新聞　朝日新聞）
2007年7月
[ 日本国内 ] マスメディアから見た医療　第 52回定時総会記念講演要旨（その
他　新聞　神奈川県保険医新聞）
2007年7月
[ 日本国内 ] 書評「医師不足と地域医療の崩壊」（資料提供　雑誌　文化連情報） 2007年8月
[ 日本国内 ] 見学リポート　医師のキャリア  デザイン構築-「地域」で医師を
育てる-（資料提供　雑誌　 Jamic Journal）
2007年9月
[ 日本国内 ] 書評　医師不足と地域医療の崩壊Vol.1　今，医学部に何ができる
のか（資料提供　雑誌　 Jamic Journal）
2007年9月
[ 日本国内 ] 第 4回東北大学地域医療シンポジウム『医師のキャリア  デザイン
構築「地域」で医師を育てる』（企画協力　雑誌　ドクターズマガジン）
2007年9月
[ 日本国内 ] 秩父市が医大生にジャンボ奨学金…　地方医師不足解消の妙薬!?
（出演  執筆　新聞　東京新聞）
2007年9月
[ 日本国内 ] スーパー Jチャンネル（出演  執筆　テレビ　テレビ朝日） 2007年9月
[ 日本国内 ] 「未必の殺人政策」に等しい医療行政（出演  執筆　その他　千葉
大学医学部同窓会報「ゐのはな」）
2007年9月
[ 日本国内 ] 書評　医師不足と地域医療の崩壊Vol.1　今，医学部に何ができる
のか（資料提供　雑誌　医学のあゆみ）
2007年10月
[日本国内 ] 厳しい環境のなか変革に向けて自治体病院学会が札幌市で開催（そ
の他　雑誌　社会保険旬報）
2007年10月
[ 日本国内 ] 第 46回全国自治体病院学会　内科系も医師不足顕在化の可能性を
示唆（資料提供　新聞　Medical Tribune）
2007年11月
[ 日本国内 ] 「金を出すから医者をくれ」寄附講座開設で医師確保に走る自治
体（資料提供　雑誌　 Nikkei Medical）
2007年12月
[ 日本国内 ] 医師確保、地域に重い宿題（出演  執筆　新聞　日本経済新聞社） 2007年12月
[ 日本国内 ] 医師不足の実態を探る-都道府県調査（出演  執筆　雑誌　日経グ
ローカル）
2007年12月
0 – 4 医科学専攻
伊藤　恒敏
[ 日本国内 ] 地方国立大の魅力語る　岐阜大でシンポ　 5学長、「高校生来て」
（その他　新聞　読売新聞）
2007年12月
[ 日本国内 ] 医師確保の道を模索　地方国立大、取り組み紹介（出演  執筆　新
聞　中日新聞）
2007年12月
[ 日本国内 ] 「勤務医救済策」には精度高い調査が必須（その他　その他　
m3.com）
2008年1月
[ 日本国内 ] 地域医療を考える集い　医師不足と医療崩壊（資料提供　新聞　
日刊常総新聞）
2008年2月
[ 日本国内 ] 自治体病院の再生をめざして　医師不足と医療崩壊（資料提供　
新聞　日刊大衆日報）
2008年2月
[ 日本国内 ] 地域医療を考える集い（資料提供　新聞　千葉日報） 2008年2月
[ 日本国内 ] 医療を変える 3　増床  病院再編拒む行政（資料提供　新聞　読売
新聞）
2008年2月
[ 日本国内 ] Books 今月の気になる新刊　ドキュメント医療機器（資料提供　
雑誌　 Jamic Journal）
2008年3月
[ 日本国内 ] みちのくワイト 6県発　胎動 6　東北州　へき地医療県境越え（資
料提供　新聞　朝日新聞）
2008年3月
[ 日本国内 ] 「若手医師を集めろ　&#8212;地域医療　再構築のカギー」（出演
 執筆　テレビ　 NHKクローズアップ現代）
2008年7月
[ 日本国内 ] BOOK REVIEW　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地域
医療を救う」（資料提供　雑誌　日経グローカル　第 107号）
2008年9月
[ 日本国内 ] 新刊紹介　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地域医療を救
う」（資料提供　その他　MEDICAMENT NEWS　第 1954号）
2008年9月
[ 日本国内 ] BOOK REVIEW　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地域
医療を救う」（資料提供　その他　医療タイムス　第 1883号）
2008年9月
[ 日本国内 ] マグネットホスピタル構想により医師不足問題の緩和を図るべき
（出演  執筆　その他　Medical Tribune）
2008年9月
[ 日本国内 ] 書評　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地域医療を救う」　
地域医療の理想像提唱（資料提供　新聞　河北新報）
2008年9月
[ 日本国内 ] BOOK REVIEW　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地域
医療を救う」（資料提供　雑誌　ベストナース　 2008年 10月号）
2008年10月
[ 日本国内 ] NEW COMERS　新刊　「マグネットホスピタル　医療崩壊から
地域医療を救う」　地域医療を守るために（資料提供　雑誌　 Nikkei Medical
　 2008年 10月号）
2008年10月
[ 日本国内 ] WATCH　 BOOKS　「マグネットホスピタル　医療崩壊から地
域医療を救う」（資料提供　その他　 JAHMC　 2008年 10月号）
2008年10月
[ 日本国内 ] シリーズ「地域医療は再生できるか」第４回地域医療をシステム
として”デザイン”する発想（出演  執筆　その他　Medical Tribune）
2008年10月
[ 日本国内 ] 東北の医療　第１部　加速する病院再編　下（資料提供　新聞　
朝日新聞）
2008年10月
[ 日本国内 ] 後継の病院事業検討委で論議へ（その他　新聞　朝日新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 病院事業検討委（その他　新聞　読売新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 銚子市立病院休止後体制　事業検討委を設立（その他　新聞　毎
日新聞）
2008年10月
[ 日本国内 ] 銚子市　病院事業あり方検討委設置（その他　新聞　千葉日報） 2008年10月
[ 日本国内 ] 銚子市病院事業あり方検討委員会（その他　新聞　日刊大衆日報） 2008年10月
[ 日本国内 ] 銚子市病院休止問題　委員長、市を批判（出演  執筆　新聞　朝日
新聞）
2008年10月
[ 日本国内 ] 「４月再会無理」（出演  執筆　新聞　読売新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 銚子市立総合病院再開へ検討委（出演  執筆　新聞　産経新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 「説明不十分」と批判続出（出演  執筆　新聞　日本経済新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 委員長「来春の再開困難」（出演  執筆　新聞　毎日新聞） 2008年10月
[ 日本国内 ] 新年度開院へ検討委（出演  執筆　新聞　千葉日報） 2008年10月
[ 日本国内 ] 医学書喫茶　マグネットホスピタル　ー医療崩壊から地域医療を
救うー（資料提供　雑誌　 JMS）
2008年11月
[ 日本国内 ] 経営形態、診療科目を提案　銚子市病院事業あり方検討委（資料
提供　新聞　産経新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 診療科目を限定　休止中の銚子市立病院　公設民営目指す（資料
提供　新聞　朝日新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] ４割が救急再開を要望　銚子市病院あり方検討委　市民対象のア
ンケート（資料提供　新聞　東京新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 「新病院」来年 4月目指す　銚子市検討委　「公設民営」など合
意（資料提供　新聞　読売新聞）
2008年11月
細胞生物学講座（発生生物学分野） 0 – 5
伊藤　恒敏
[ 日本国内 ] 銚子市病院事業あり方検討委　経営形態は指定管理者制度（資料
提供　新聞　千葉日報）
2008年11月
[日本国内 ] 銚子 病院事業検討委　診療は 4科目（資料提供　新聞　毎日新聞） 2008年11月
[ 日本国内 ] 銚子市立病院「民間譲渡」は除外　経営形態は「公設民営」（資料
提供　新聞　大衆日報）
2008年11月
[ 日本国内 ] フォーカス　点検  都道府県の医療提供体制（資料提供　雑誌　
日経グローカル）
2008年11月
[ 日本国内 ] 「私も一言！ 夕方ニュース」「医療に私達は何を望むのか」（出演
 執筆　その他　 NHKラジオセンター）
2008年11月
[ 日本国内 ] 銚子市立病院　「公設民営」４科再開を（資料提供　新聞　日経
新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 「早期再開を」銚子市立病院検討委が提言（資料提供　新聞　朝
日新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 銚子病院検討委が報告書　二次救急の対応を（資料提供　新聞　
千葉日報）
2008年11月
[ 日本国内 ] 公設民営「新病院」提案へ　銚子市事業内容を正式決定（資料提
供　新聞　読売新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 再開後の銚子市立病院　４科で２次救急対応を（資料提供　新聞
　東京新聞）
2008年11月
[ 日本国内 ] 市立病院　来年４月再開できるか？（資料提供　新聞　大衆日報） 2008年11月
[ 日本国内 ] マグネットホスピタル書評（資料提供　雑誌　ジャミック  ジャー
ナル）
2008年12月
[ 日本国内 ] 銚子市立総合病院：公設民営化目指す　委員会付託せず、条例案
をあす議決方針　／千葉（資料提供　新聞　毎日新聞）
2008年12月
[ 日本国内 ] わが国で必要な医師数を推計するモデルを考案（資料提供　その
他　メディカルトリビューン）
2008年12月
[ 日本国内 ] 公立病院のあり方  経営手法を議論　日本医療  病院管理学会学術
総会（資料提供　雑誌　社会保険旬報）
2008年12月
[ 日本国内 ] 銚子市の病院指定管理者選定（資料提供　新聞　読売新聞） 2009年1月
[ 日本国内 ] 指定管理者公募を延長（資料提供　新聞　毎日新聞） 2009年1月
[ 日本国内 ] 銚子病院、応募法人ゼロで再公募（資料提供　新聞　産経新聞） 2009年1月
[ 日本国内 ] 銚子市立病院指定管理者公募　受け付けを延長へ（資料提供　新
聞　朝日新聞）
2009年1月
[ 日本国内 ] 受け付け期間を２月１３日まで延長（資料提供　新聞　大衆日報） 2009年1月
[ 日本国内 ] 地域医療は再生できるか　医療の危機を再生の好機に（出演  執
筆　その他　医師向けウェブサイト　MTpro）
2009年1月
[ 日本国内 ] ２月１３日まで募集延長　要望に応じ条件緩和も　新病院の指定
管理者（資料提供　新聞　常総新聞）
2009年1月
[ 日本国内 ] 本の紹介　マグネットホスピタル　医療崩壊から地域医療を救う
（資料提供　雑誌　看護技術）
2009年1月
[ 日本国内 ] 「私も一言！ 夕方ニュース」（出演  執筆　その他　ＮＨＫラジオ
第一）
2009年2月
[ 日本国内 ] 「病院再開を」署名２万 3405人（資料提供　新聞　朝日新聞） 2009年2月
[ 日本国内 ] どうする地域医療　識者に聞く（出演  執筆　新聞　河北新報） 2009年2月
[ 日本国内 ] 銚子市立総合病院の管理者　千葉の医療法人名乗り（その他　新
聞　読売新聞）
2009年2月
[ 日本国内 ] 郁栄会が申込書を提出　銚子市立病院の指定管理者（その他　新
聞　大衆日報）
2009年2月
[ 日本国内 ] 指定管理者決まらず　銚子市立病院で選定委（資料提供　新聞　
千葉日報）
2009年2月
[ 日本国内 ] 指定管理者結論出ず　銚子の市立病院　応募者に回答求める（資
料提供　新聞　東京新聞）
2009年2月
[日本国内 ] 申請書の内容の不備で選定ならず　銚子市立病院管理者選定委（資
料提供　新聞　毎日新聞）
2009年2月
[ 日本国内 ] 応募法人を継続審査へ　銚子市立病院問題（資料提供　新聞　朝
日新聞）
2009年2月
[ 日本国内 ] 銚子病院後継法人「結論先送り」（資料提供　新聞　産経新聞） 2009年2月
[ 日本国内 ] 銚子病院の管理者　計画不備で継続審査（資料提供　新聞　読売
新聞）
2009年2月
[ 日本国内 ] 指定管理者の選定は延期に（資料提供　新聞　大衆日報） 2009年2月
[ 日本国内 ] 指定管理の結論は先送り（資料提供　新聞　常総新聞） 2009年2月
[ 日本国内 ] 池上彰の学べるニュース（資料提供　テレビ　テレビ朝日） 2009年3月
0 – 6 医科学専攻
伊藤　恒敏
[ 日本国内 ] マグネットホスピタル（書評）（資料提供　雑誌　看護（日本看護
協会機関誌））
2009年4月
[ 日本国内 ] 地域医療もう限界（資料提供　新聞　日本農業新聞） 2009年5月
[ 日本国内 ] マグネットホスピタル（書評）（資料提供　新聞　日医ニュース） 2009年8月
[ 日本国内 ] 私も一言夕方ニュース（出演  執筆　その他　 NHK） 2009年11月
[ 日本国内 ] 池上彰の学べるニュース（資料提供　テレビ　テレビ朝日） 2010年3月
[ 日本国内 ] 時論：新医師臨床研修制度”見直し”議論を批判する（出演  執筆
　雑誌　日本医事新報）
2010年3月
[ 日本国内 ] 明日へのカルテ　 No.3（企画協力　新聞　毎日新聞） 2010年8月
学外の社会活動
[ 日本国内 ] 東北大学関連病院協議会総会（講演会  セミナー） 2004年5月 －2004年5月
[ 日本国内 ] 公開シンポジウム「地域医療システム構築と大学医学部の果たす
べき役割」（講演会  セミナー）
2004年7月 －2004年7月
[ 日本国内 ] 塩竃市医師会（講演会  セミナー） 2005年1月 －2005年1月
[ 日本国内 ] グラクソ  スミスクライン仙台支社勉強会（講演会  セミナー） 2005年10月－2005年10月
[ 日本国内 ] 全国自治体病院協議会宮城県支部総会（講演会  セミナー） 2006年1月 －2006年1月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年3月 －2006年3月
[ 日本国内 ] 第 1回東北大学地域医療シンポジウム（講演会  セミナー） 2006年3月 －2006年3月
[日本国内 ] 公開シンポジウム　医師不足の現状 問題 展望（講演会 セミナー） 2006年3月 －2006年3月
[ 日本国内 ] 大崎市民病院　大崎市の地域医療を考える講演会（講演会  セ
ミナー）
2006年4月 －2006年4月
[ 日本国内 ] 大崎市民病院講演会（講演会  セミナー） 2006年4月 －2006年4月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年5月 －2006年5月
[ 日本国内 ] 第 14回東北大学艮陵協議会総会（講演会  セミナー） 2006年6月 －2006年6月
[ 日本国内 ] 東北大学艮陵協議会総会講演会（講演会  セミナー） 2006年6月 －2006年6月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年6月 －2006年6月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年7月 －2006年7月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年9月 －2006年9月
[ 日本国内 ] 東北医師会連合会総会シンポジウム「地域医療：医師の偏在」（講
演会  セミナー）
2006年9月 －2006年9月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年10月－2006年10月
[ 日本国内 ] 第 2回東北大学地域医療シンポジウム（講演会  セミナー） 2006年11月－2006年11月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2006年11月－2006年11月
[ 日本国内 ] 名取  岩沼医師会地域医療講演会（講演会  セミナー） 2006年11月－2006年11月
[ 日本国内 ] メディカルプリンシプル社講演会（講演会  セミナー） 2007年1月 －2007年1月
[ 日本国内 ] 地域医療教育開発センター講習会（講演会  セミナー） 2007年2月 －2007年2月
[ 日本国内 ] 美里町（講演会  セミナー） 2007年2月 －2007年2月
[ 日本国内 ] 宮城県美郷町長議員有志講演会（講演会  セミナー） 2007年2月 －2007年2月
[ 日本国内 ] 第 3回東北大学地域医療シンポジウム（講演会  セミナー） 2007年3月 －2007年3月
[ 日本国内 ] 公開シンポジウム「医師の確保と育成　マグネットホスピタルの
提言」（講演会  セミナー）
2007年3月 －2007年3月
[ 日本国内 ] 秋田県医師会勤務医会勉強会（講演会  セミナー） 2007年3月 －2007年3月
[ 日本国内 ] 「医師  看護師を増やそう」6.2医療シンポジウム in宮城（講演会
 セミナー）
2007年6月 －2007年6月
[ 日本国内 ] 民医連シンポジウム（講演会  セミナー） 2007年6月 －2007年6月
[ 日本国内 ] 公立藤田総合病院　地域医療連携室　登録医総会（講演会  セ
ミナー）
2007年6月 －2007年6月
[ 日本国内 ] 福島県公立藤田総合病院講演会（講演会  セミナー） 2007年6月 －2007年6月
[ 日本国内 ] 第 4回東北大学地域医療シンポジウム（講演会  セミナー） 2007年7月 －2007年7月
[ 日本国内 ] 函館市内科医会講演会（講演会  セミナー） 2007年7月 －2007年7月
[ 日本国内 ] 宮城県議会会派「改革みやぎ」講演会（講演会  セミナー） 2007年9月 －2007年9月
[ 日本国内 ] 全国市議会議長会　第 3 回地域医療政策セミナー（講演会  セ
ミナー）
2007年10月－2007年10月
[ 日本国内 ] 現場からの医療改革推進協議会 第 2回シンポジウム（講演会  セ
ミナー）
2007年11月－2007年11月
[ 日本国内 ] 大崎市民病院事業推進懇話会講演（講演会  セミナー） 2007年11月－2007年11月
[ 日本国内 ] 国土交通省　持続可能な地域社会小委員会（講演会  セミナー） 2007年11月－2007年11月
[ 日本国内 ] 岐阜大学シンポジウム　大学の地域医療活動（講演会  セミナー） 2007年12月－2007年12月
[ 日本国内 ] 公明党宮城県議団説明会（講演会  セミナー） 2008年2月 －2008年2月
[ 日本国内 ] 銚子市「地域医療を考える市民の集い」（講演会  セミナー） 2008年2月 －2008年2月
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[ 日本国内 ] 宮城県民医連医師団総会（講演会  セミナー） 2008年3月 －2008年3月
[ 日本国内 ] 民医連北海道  東北地方協議会総会（講演会  セミナー） 2008年6月 －2008年6月
[ 日本国内 ] 函館ラ  サール高校同窓会総会（講演会  セミナー） 2008年8月 －2008年8月
[ 日本国内 ] 第 4回日本鍼灸師会総会（講演会  セミナー） 2008年10月－2008年10月
[ 日本国内 ] 21世紀医療問題分析研究会（講演会  セミナー） 2008年11月－2008年11月
[ 日本国内 ] 第 51回医療福祉建築フォーラムシンポジウム（講演会  セミナー） 2009年9月 －2009年9月
[ 日本国内 ] 白石地域医療を考える会（講演会  セミナー） 2009年9月 －2009年9月
[ 日本国内 ] 福島市医師会主催市民フォーラム（講演会  セミナー） 2009年10月－2009年10月
[ 日本国内 ] 宮城県内中小自治体病院事務長 （総）看護師長会研修会（講演会
 セミナー）
2009年10月－2009年10月
[日本国内 ] 地域医療支援取組推進プロジェクトチーム会議（講演会 セミナー） 2010年3月 －2010年3月
外部機関における活動
帝京大学新分野専攻設置検討委員会 委員 2011年04月－2011年10月
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
[ 日本国内 ] 石巻地区医療体制検討専門委員会（その他）　石巻地区医療体制
検討専門委員会委員
2004年11月—2007年3月
[ 日本国内 ] 財団法人　艮陵医学振興会（その他）　常任理事 2005年5月 —現在
[ 日本国内 ] 栗原地区地域医療対策委員会（その他）　栗原地域医療体制検討
専門委員会委員
2005年9月 —2007年3月
[ 日本国内 ] 仙南地域医療対策委員会（地方公共団体）　仙南地域医療体制検
討部会委員
2005年12月—2008年3月
[ 日本国内 ] 登米市地域医療システム検討委員会（地方公共団体）　登米市地
域医療システム検討委員会　登米市地域医療福祉システム検討委員会委員
2006年6月 —2007年7月
[ 日本国内 ] 大崎市（地方公共団体）　大崎市病院事業推進懇話会　委員 2007年10月—2007年12月
[ 日本国内 ] 大崎市民病院事業推進懇話会（地方公共団体）　大崎市民病院事
業推進懇話会　大崎市民病院事業推進懇話会委員
2007年10月—2008年3月
[ 日本国内 ] 国土交通省東北地方整備局（国）　接続可能な地域社会小委員会
　アドバイザー
2007年11月—2008年3月
[ 日本国内 ] 文部科学省（国）　大学設置審議会柔道専門委員会　主査 2008年4月 —2011年3月
[ 日本国内 ] 美里町病院事業改革プラン策定検討委員会委員（地方公共団体）　
美里町病院事業改革プラン策定検討委員会委員（委員長）　委員長
2008年7月 —2013年3月
[ 日本国内 ] 国土交通省東北地方整備局（国）　東北圏広域地方計画懇談会　
アドバイザー
2009年1月 —2010年3月
[ 日本国内 ] 公立加美病院（地方公共団体）　公立加美病院改革プラン評価検
討委員会　委員長
2009年11月—2013年3月
[ 日本国内 ] 東北厚生局（国）　評価委員会　評価委員会　委員 2009年11月—2009年11月
[ 日本国内 ] 日本学術振興会（国）　科学研究費委員会　専門委員第１段審査
委員
2009年12月—2010年11月
学内活動
医学部地域貢献作業班 2003年4月 －2004年3月
医学部地域貢献ワーキンググループ 2003年4月 －2004年3月
[ 全学 ] 東北大学社会貢献策検討委員会委員 2003年10月－2004年6月
地域医療問題検討委員会 (委員長) 2005年4月 －2006年3月
東北大学艮陵協議会 NPO法人化ワーキンググループ (委員) 2006年4月 －2007年3月
地域医療問題検討委員会 (委員長) 2006年4月 －2007年3月
東北大学艮陵協議会 NPO法人化ワーキンググループ (委員) 2007年4月 －2008年3月
地域医療問題検討委員会 (委員長) 2007年4月 －2008年3月
東北大学未来医工学治療開発センター倫理委員会委員長 2008年4月 －2009年3月
第２倫理委員会　委員長 2009年4月 －2010年3月
学位授与数
博士 11人
修士 2人
学士 0人
法務博士（専門職） 0人
修士（専門職） 0人
短期大学士 0人
準学士 0人
専門士 0人
論文博士 17人
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担当授業科目
(全学教育)
[ 講義 ] 体と健康 (1セメスタ） 2010年－2010年
[ 講義 ] 体と健康 (1セメスタ） 2011年－2011年
体と健康 2012年－2013年
体と健康 2013年－2014年
(学部教育)
[ 講義 ] 医  発生学 1986年－2008年
[ 講義 ] 医  組織学総論 1986年－2008年
[ 実習 ] 医  組織学総論（実習） 1986年－2008年
[ 臨床医学修練 ] 医  地域医療体験実習（2年開業医） 2007年－2008年
[ チュートリアル教育 ] 医  基礎特別講義（チュートリアル） 2008年－2009年
[ チュートリアル教育 ] 医  基礎特別講義（チュートリアル） 2010年－2011年
(大学院教育)
[ 他大学及び他研究科の講義等 ] 細胞生物学合同講義 1990年－2015年
[ 講義 ] 医  細胞生物学 2006年－2007年
[ 講義 ] 医  分子細胞生物学 I 2006年－2007年
[ 実習 ] 医  細胞生物学実験Ｂ 2006年－2007年
[ 講義 ] 医  細胞生物学 2007年－2008年
[ 講義 ] 医  分子細胞生物学 I 2007年－2008年
[ 実習 ] 医  細胞生物学実験Ｂ 2007年－2008年
[ 講義 ] 医  生命倫理 2008年－2009年
[ 他大学及び他研究科の講義等 ] 細胞生物学合同講義 2011年－2012年
細胞生物学合同講義 2012年－2012年
細胞生物学合同講義 2013年－2013年
細胞生物学合同講義 2014年－2014年
国内会議　発表・講演
胸腺分化における CD4+CD25+ regulatory T 細胞の T 細胞受容体レパトアの変化と相補性決定領域
3(CDR3)の短鎖化 [日本解剖学会　第 51回東北  北海道連合支部学術集会]
(2005年10月15日 –- 2005年10月16日, 仙台市) 口頭（一般）
マウス胸腺 T細胞の分化過程における T細胞受容体Vβ鎖の CDR3長の変化 [第 35回日本免疫学会総会
 学術集会]
(2005年12月13日 –- 2005年12月15日, 横浜市) ポスター（一般）
Tリンパ球分化と T細胞受容体レパトアの形成 [第 111回日本解剖学会総会  全国学術集会]
(2006年3月29日 –- 2006年3月31日, 相模原市) 口頭（一般）
東北大学における地域医療実習の開始とその評価-受入病院と実習学生に対するアンケート調査結果から
[第 38回日本医学教育学会総会]
(2006年7月29日 –- 2006年7月30日, 奈良市) ポスター（一般）
マウス小腸絨毛上皮細胞における DNA修復機構 [第 112回日本解剖学会総会  全国学術集会]
(2007年3月27日 –- 2007年3月29日, 大阪市) 口頭（一般）
iIEL活性化による小腸絨毛上皮細胞のDNA断片化誘発およびその後のDNA修復機構 [第 18回リンパ系
 免疫系懇話会]
(2007年3月27日 –- 2007年3月29日, 大阪市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
iIELによる絨毛上皮細胞のDNA断片化誘発機構と上皮細胞におけるDNA修復機構 [第 31回日本リンパ
学会総会]
(2007年6月8日 –- 2007年6月10日, 仙台市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
生体内 V(D)J再結合中の胸腺リンパ球におけるγ-H2AXの検出 [第 31回日本リンパ学会総会]
(2007年6月8日 –- 2007年6月10日, 仙台市) 口頭（一般）
東北大学における医師の生涯学習支援 (2年間の講習会の結果から)[第 39回日本医学教育学会]
(2007年7月27日 –- 2007年7月28日, 盛岡市) ポスター（一般）
医師臨床研修マッチ結果と研修病院の病床規模及び所在地との関係：学生の研修先選択傾向を探る [第 39
回日本医学教育学会]
(2007年7月27日 –- 2007年7月28日, 盛岡市) ポスター（一般）
インターネットを活用した医師生涯学習支援システムの構築 (東北大学診断  治療情報コンテンツライブ
ラリー)[第 39回日本医学教育学会]
(2007年7月27日 –- 2007年7月28日, 盛岡市) ポスター（一般）
東北大学における地域医療実習の改善と新たな展開 [第 39回日本医学教育学会]
(2007年7月27日 –- 2007年7月28日, 盛岡市) ポスター（一般）
医師需給政策に関する研究基盤構築の必要性 [日本行動計量学会第 35回大会]
(2007年9月2日 –- 2007年9月5日, 京田辺市) 口頭（一般）
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医師臨床研修マッチ結果と病院の経営主体との関係 [第 49回全日本病院学会秋田大会]
(2007年9月22日 –- 2007年9月23日, 秋田市) 口頭（一般）
マグネットホスピタルの提案　地域医療再生の試案 [全国自治体病院学会]
(2007年9月27日 –- 2007年9月27日, 札幌) 口頭（招待 特別）
東北大学における医師派遣の実態 [第 46回全国自治体病院学会]
(2007年9月27日 –- 2007年9月28日, 札幌市) ポスター（一般）
研修医が多く集まる自治体病院の経営的特徴を探る [第 46回全国自治体病院学会]
(2007年9月27日 –- 2007年9月28日, 札幌市) ポスター（一般）
マグネットホスピタルの有無における医師数増減と 2次医療圏の特性 [第 46回全国自治体病院学会]
(2007年9月27日 –- 2007年9月28日, 札幌市) ポスター（一般）
マグネットホスピタルの提案-地域医療再生の試案-[第 46回全国自治体病院学会]
(2007年9月27日 –- 2007年9月28日, 札幌市) 口頭（招待 特別）
地域医療を担う医師への生涯学習支援 (東北大学講習会 2年間の結果より)[第 66回日本公衆衛生学会]
(2007年10月24日 –- 2007年10月26日, 富山市) ポスター（一般）
東北地方の医師不足の実態-病院  医師を対象としたアンケート調査結果から-[第 66回日本公衆衛生学会]
(2007年10月25日 –- 2007年10月27日, 富山市) ポスター（一般）
胸腺内 Tリンパ球前駆細胞の V(D)J recombinationに伴って発現するγ-H2AXの解析 [第 37回日本免疫
学会総会  学術集会]
(2007年11月20日 –- 2007年11月22日, 東京都) ポスター（一般）
医療現場におけるマンパワー不足　東北地方の病院  医師を対象としたアンケート調査結果から [医療の
質  安全学会第 2回学術集会]
(2007年11月23日 –- 2007年11月25日, 東京都) ポスター（一般）
e-learningによる医師の生涯学習支援　東北大学の取り組みの現状と課題 [第 2回看護  医療系大学 e-ラー
ニング全国交流会]
(2007年12月1日 –- 2007年12月2日, 出雲市) 口頭（一般）
研修医マッチング結果における研修病院の所在地と病床規模の関係 [第 7回日本医療マネジメント学会東
北連合会]
(2007年12月8日 –- 2007年12月8日, 盛岡市) 口頭（一般）
今後 [第 11回日本健康福祉政策学会]
(2007年12月8日 –- 2007年12月9日, 岡山市) ポスター（一般）
小腸絨毛上皮細胞におけるDNA断片化誘発およびDNA修復 [第 113回日本解剖学会総会  全国学術集会
]
(2008年3月27日 –- 2008年3月29日) 口頭（一般）
iIEL活性化によるマウス小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化誘発機構 [第 32回日本リンパ学会総会]
(2008年6月6日 –- 2008年6月8日) 口頭（一般）
腸上皮細胞間リンパ球（iIEL）による小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化誘発機構 [日本解剖学会第 54回東
北  北海道連合支部学術集会]
(2008年9月6日 –- 2008年9月7日) 口頭（一般）
必要医師数推計と医学部の適正定員 [第 47回全国自治体病院学会]
(2008年10月15日 –- 2008年10月16日) ポスター（一般）
医師を引きつけるマグネットホスピタルの提案　医師のキャリア形成と教育 [第 46会日本医療  病院管理
学会学術総会]
(2008年11月15日 –- 2008年11月16日) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
マウス小腸における絨毛上皮細胞の DNA修復機構 [第 114回日本解剖学会総会  学術集会]
(2009年3月28日 –- 2009年3月30日, 岡山市) 口頭（一般）
医師不足  医療危機  医療崩壊からの地域医療の再生 [第 26回日本老年医学会]
(2009年6月18日 –- 2009年6月20日) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
iIELによる小腸絨毛上皮細胞の DNA断片化後の DNA修復 [第 33回日本リンパ学会総会]
(2009年7月17日 –- 2009年7月19日, 大阪府) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
医療崩壊から地域医療を再生させる：マグネットホスピタル構想 [第 51回医療マネジメント学会東北連
合会]
(2009年10月3日 –- 2009年10月3日, 仙台) 口頭（招待 特別）
T細胞機能調節分子とその作用メカニズム　細胞機能に焦点を当てて コモンマーモセット T細胞受容体
α鎖およびβ鎖配列の網羅的解析 [第 39回日本免疫学会総会]
(2009年12月2日 –- 2009年12月4日, 大阪) ポスター（一般）
マグネットホスピタル　医療崩壊から地域医療を救う [ＮＨＲネットワーク]
(2010年3月2日 –- 2010年3月2日, 岡山市) 口頭（招待 特別）
マウス小腸絨毛における腸上皮細胞間リンパ球の解析 [第１１５回日本解剖学会総会]
(2010年3月28日 –- 2010年3月30日, 盛岡) 口頭（一般）
マウスの小腸絨毛における iIELの分布および形態学的性状 [第３４回日本リンパ学会総会]
(2010年6月25日 –- 2010年6月26日, 東京) シンポジウム ワークショップ パネル（公募）
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医療を崩壊させないために　医師不足や医療政策の貧困の中で考えること [第 10回日本医療マネジメント
学会東北連合会]
(2010年10月2日 –- 2010年10月2日, 山形市) 口頭（招待 特別）
地域医療を考えるヒト作り　マグネットホスピタル構想から [第 49回全国自治体病院学会]
(2010年10月15日 –- 2010年10月15日, 秋田市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
地域医療を再生させる：マグネットホスピタル構想 [ニューイヤーカンファランス 2011in水戸]
(2011年1月28日 –- 2011年1月28日, 水戸市) 口頭（招待 特別）
マウス腸上皮細胞間リンパ球（IEL）の活性化および細胞死 [日本リンパ学会]
(2011年6月4日 –- 2011年6月4日, 東京都) 口頭（一般）
暴かれた地域医療の実像　銚子市立病院「事件」は何を語るか [国際医療福祉大学乃木坂キャンパス病院
再生セミナー]
(2011年10月1日 –- 2011年10月1日, 東京) 口頭（招待 特別）
国内会議　主催・運営
第 18回日本胸腺研究会
(1999年2月6日 –- 1999年2月6日, 仙台) ［主催］会頭
日本解剖学会　第 51回東北  北海道連合支部学術集会
(2005年10月15日 –- 2005年10月16日, 仙台市) ［運営］運営委員
第 31回日本リンパ学会総会
(2007年6月8日 –- 2007年6月10日, 仙台市) ［主催］大会長
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
基盤研究 (C) 1981年4月 －1983年3月
[骨髄における各種血球前駆細胞の分離と同定]
科学技術庁　科学振興調整費 1987年4月 －1993年3月
[免疫の応答機構解明のための基盤技術の開発に関する研究　免疫関連正常細
胞のクローン化  増殖技術の開発　胸腺支質細胞のクローン化  増殖技術の
開発]
基盤研究 (B) 1991年4月 －1993年3月
[樹立胎仔肝細胞株を用いた胎仔肝における造血機能の解析]
基盤研究 (A) 1995年4月 －1998年3月
[胸腺リンパ球の分化  選択  クローン排除の微小環境]
厚生科学研究費　長期慢性疾患総合研究事業 1996年4月 －2002年3月
[骨  関節破壊病態解明に関する研究]
基盤研究 (B) 1998年4月 －2000年3月
[生体内に生じる pyknosis型細胞死の機構解析とその生物学的意義]
通信放送機構受託研究 1999年4月 －2000年3月
[電磁波が遺伝子  細胞  個体に及ぼす影響に関する総合的研究]
基盤研究 (C) 2001年4月 －2003年3月
[セルソーターにより分画  分取した胸腺リンパ球の遺伝子発現解析]
(挑戦的)萌芽研究 2003年4月 －2005年3月
[アポトーシス誘導後の断片化 DNAの修復]
基盤研究 (C) 2004年4月 －2005年3月
[上皮細胞間リンパ球の活性化による小腸繊毛上皮細胞 DNA断片化誘導因子
の解析]
基盤研究 (B) 2004年4月 －2006年3月
[造血幹細胞から胸腺リンパ球への系統分化を決定する因子]
基盤研究 (C) 2005年4月 －2006年3月
[上皮細胞間リンパ球の活性化による小腸織毛上皮細胞 DNA断片化誘導因子
の解析]
基盤研究 (C) 2006年4月 －2008年3月
[胸腺選択における CDR3鎖長の短鎖化を引き起こす要因を探る]
基盤研究 (C) 2008年4月 －2011年3月
[生体内での DNA断片化誘発および DNA修復機構の解析]
基盤研究 (C) 2009年4月 －2012年3月
[マウス小腸絨毛各部の IELの同定：部位の違いによる形態的性状と機能の
差異]
独立行政法人科学技術振興機構　戦略的創造研究推進事業 2011年4月 －2012年3月
[腸上皮細胞間リンパ球の活性化によって誘導される新たな DNA断片化誘発
機構の解析]
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その他の競争資金獲得実績
戦略的創造研究推進事業 2011年4月 －2012年3月
[腸上皮細胞間リンパ球の活性化によって誘導される新たな DNA断片化誘発
機構の解析]
著書
1) 胸腺上皮細胞ー正常と異常（執筆担当部分）胸腺上皮細胞と胸腺リンパ球の分化. [メジカルビュー社, (1990)]
有森 茂　監修
2) 胸腺腫の免疫生物活性と治療（執筆担当部分）胸腺上皮細胞 (IT-45R1)の樹立と機能. [東海大学出版会, (1990)]
有森　茂 編
3) 免疫学用語辞典（執筆担当部分）胸腺. [東京化学同人, (1993)]
大沢利昭  小山次郎  奥田研爾  矢田純一　編集
4) 免疫実験操作法（執筆担当部分）Thymic epithelial cell および nurse cell line の樹立. [南江堂, (1995)]
右田俊介、紺田進、本庶佑、濱岡利之　編集
5) 生物学辞典（執筆担当部分）胸腺. [岩波書店, (1996)]
八杉龍一  小関治男  古谷雅樹  日高敏隆　編集
6) 地域医療システム構築　-東北大学医学部の取り組み-（執筆担当部分）1-238. [東北大学出版会, (2005)4月]
東北大学医学部「地域貢献作業班」代表　伊藤恒敏
7) 東北大学地域医療シンポジウム講演録　医師不足と地域医療の崩壊　 vol.1　今、医学部に何ができるのか
（執筆担当部分）第Ⅰ部　 8～46、第Ⅱ部　 92～100. [日本医療企画, (2007)5月]
東北大学大学院医学系研究科地域医療システム学 (宮城県)寄附講座
8) 医療白書 2007年度版（執筆担当部分）東北大学における地域医療への新たな取り組み　マグネットホスピタ
ル設置により危機的状況の打開はを図る, 186-191. [日本医療企画, (2007)7月]
日本医療政策機構 ed. 金村政輝伊藤恒敏本郷道夫
9) 医師不足と地域医療の崩壊　 vol.2　現場からの「提言」医療再生へのビジョン. [日本医療企画, (2008)2月]
東北大学医学系研究科地域医療システム学 (宮城県）寄附講座 ed.
10) マグネットホスピタル　医療崩壊から地域医療を救う. [日本医療企画, (2008)8月]
伊藤恒敏
11) 暴かれた地域医療の実像　病院再建を模索した 500日間の真実. [日本医療企画, (2011)4月]
伊藤恒敏
研究論文
1) Establishment of an epithelial cell line from rat thymus.. [Am J Anat, 156 (1), (1979), 99-104]
Itoh T
2) A simple method for whole-cell preparation in electron microscopy.. [J Microsc, 124 (Pt 2), (1981), 183-187]
Aizu S, Itoh T, Yamamoto T Y
3) A thymic epithelial cell line, IT-45R1, induces the diﬀerentiation of prethymic progenitor cells into postthymic
cells through direct contact.. [Thymus, 4 (2), (1982), 69-75]
Itoh T, Kasahara S, Mori T
4) Formation of Hassall’s corpuscles in vitro by the thymic epithelial cell line IT-26R21 of the rat.. [Cell Tissue
Res, 226 (3), (1982), 469-476]
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Itoh T, Kasahara S, Aizu S, Kato K, Takeuchi M, Mori T
5) The eﬀect of the supernatant of the thymic epithelial cell line, IT-45R1 (STEL), on thymocyte reactivity to
mitogens.. [Thymus, 5 (2), (1983), 115-119]
Kasahara S, Itoh T, Mori T
6) Establishment of a myoid cell clone from rat thymus.. [Cell Tissue Res, 231 (1), (1983), 39-47]
Itoh T
7) Rat T lymphocyte progenitors in bone marrow can be induced to express more Thy 1.. [Thymus, 7 (5),
(1985), 287-299]
Itoh T, Kasahara S
8) Separation and characterization of rat thymocyte subpopulations.. [Thymus, 7 (5), (1985), 301-316]
Kasahara S, Itoh T
9) Eﬀects of thymic myoid cell culture supernatant on cells from lymphatic tissues.. [Cell Immunol, 94 (2),
(1985), 587-597]
Kamo I, Tada-Kikuchi A, Furukawa S, Iwasaki Y, Nonaka I, Satoyoshi E, Itoh T
10) Astrocyte growth enhanced by culture supernatant of a cloned rat thymic myoid cell.. [Brain Res, 348 (2),
(1985), 304-308]
Tada-Kikuchi A, Kamo I, Itoh T, Nonaka I
11) The human thymic microenvironment: thymic epithelium contains speciﬁc keratins associated with early and
late stages of epidermal keratinocyte maturation.. [Diﬀerentiation, 31 (1), (1986), 67-77]
Laster A J, Itoh T, Palker T J, Haynes B F
12) Immunohistochemical studies on the phenotype of murine and human thymic stromal cell lines.. [Thymus, 8
(4), (1986), 245-256]
Savino W, Itoh T, Imhof B A, Dardenne M
13) Presence of glucocorticoid receptors in cultured thymic epithelial cells.. [Cell Immunol, 100 (1), (1986),
112-118]
Dardenne M, Itoh T, Homo-Delarche F
14) Development of Thy 1 positive rat thymocytes: analysis of fetal and neonatal thymocytes by ﬂow
microﬂuorometry.. [Thymus, 9 (1), (1987), 13-23]
Itoh T, Kasahara S
15) Development of Thy 1 positive mouse thymocytes. Analysis of early fetal thymocytes by ﬂow microﬂuorometry..
[Thymus, 9 (4), (1987), 217-223]
Itoh T
16) The thymic microenvironment. Characterization of in vitro diﬀerentiation of the IT26R21 rat thymic epithelial
cell line.. [Diﬀerentiation, 34 (1), (1987), 50-59]
Lobach D F, Itoh T, Singer K H, Haynes B F
17) Up and down regulation of serine esterase release from mouse cytotoxic T lymphocytes by tumor-promoting
phorbol ester.. [Biochem Biophys Res Commun, 146 (3), (1987), 1262-1269]
Nishimura T, Ito T
18) Thymic stroma-derived T cell growth factor (TSTGF). I. Functional distinction of TSTGF from interleukins
2 and 4 and its preferential growth-promoting eﬀect on helper T cell clones.. [J Immunol, 139 (8), (1987),
2675-2682]
Ogata M, Sato S, Sano H, Hamaoka T, Doi H, Nakanishi K, Asano Y, Itoh T, Fujiwara H
19) T lymphocyte precursors migrate towards chemotactic peptides secreted by embryonic or juvenile thymus..
[Adv Exp Med Biol, 237, (1988), 565-570]
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Imhof B A, Deugnier M A, Itoh T, Thiery J P
20) Thymic hormone containing cells–IX. Steroids in vitro modulate thymulin secretion by human and murine
thymic epithelial cells.. [J Steroid Biochem, 30 (1月 6日), (1988), 479-484]
Savino W, Bartoccioni E, Homo-Delarche F, Gagnerault M C, Itoh T, Dardenne M
21) Establishment of mouse thymic nurse cell clones from a spontaneous BALB/c thymic tumor.. [Eur J Immunol,
18 (5), (1988), 821-824]
Itoh T, Doi H, Chin S, Nishimura T, Kasahara S
22) Rapid methylation of genomic DNA in proliferating T-cells from bovine thymocytes.. [Biochim Biophys Acta,
950 (3), (1988), 274-281]
Sano H, Noguchi H, Kodama I, Itoh T
23) Thymotaxin: a thymic epithelial peptide chemotactic for T-cell precursors.. [Proc Natl Acad Sci U S A, 85
(20), (1988), 7699-7703]
Imhof B A, Deugnier M A, Girault J M, Champion S, Damais C, Itoh T, Thiery J P
24) Higher level expression of lymphocyte function-associated antigen-1 (LFA-1) on in vivo natural killer cells..
[Eur J Immunol, 18 (12), (1988), 2077-2080]
Nishimura T, Itoh T
25) Separation of polypeptides which induce a mitogen response of thymocytes from the culture supernatant of a
thymic epithelial cell line.. [Cell Mol Biol, 35 (5), (1989), 523-534]
Morioka K, Kinoshita Y, Tominaga K, Hato F, Itoh T
26) Separation of rosette formation-inducing polypeptides from the supernatant of cultures of rat thymic epithelial
cell line.. [Cell Mol Biol, 35 (5), (1989), 535-545]
Taniyama T, Kinoshita Y, Hato F, Tominaga K, Kimura S, Itoh T
27) Neuroendocrine control of thymic hormonal production. I. Prolactin stimulates in vivo and in vitro the
production of thymulin by human and murine thymic epithelial cells.. [Endocrinology, 125 (1), (1989),
3-12]
Dardenne M, Savino W, Gagnerault M C, Itoh T, Bach J F
28) Contact-mediated maturational eﬀects of thymic stromal cells on murine thymocytes in culture.. [Immunology,
67 (4), (1989), 496-501]
Savion S, Itoh T, Hertogs H, Shoham J
29) Limiting dilution analysis of ontogeny of self- and allo-reactive thymocytes of C57BL/6J mouse.. [Thymus, 16
(2), (1990), 89-98]
Itoh T, Rao A, O’Brien D, Nghiem P, Cantor H
30) Murine thymic nurse cell clone supports the growth of fetal thymocytes in the presence of interleukin 2.. [Eur
J Immunol, 21 (3), (1991), 783-792]
Doi H, Nakagawa S, Nagata K, Hata M, Kasahara S, Sakata T, Suzuki R, Nanno M, Sugamura K, Itoh T
31) Production of granulocyte-macrophage colony-stimulating factor or GM-CSF-like growth factor by rat thymic
epithelial cell line.. [J Leukoc Biol, 50 (6), (1991), 561-567]
Nanno M, Takahashi T, Sakata T, Horikawa T, Sako T, Suzuki R, Itoh T, Kumagai K
32) Enhanced expression of type 2C protein phosphatase gene during myogenic diﬀerentiation of C3H10T1/2 cells..
[Biochem Int, 28 (2), (1992), 345-351]
Ohishi S, Endo M, Kobayashi T, Terasawa T, Murakami T, Onoda M, Ohnishi M, Itoh T, Tsuiki S,
Tamura S
33) Establishment of a hepatocytic epithelial cell line from the murine fetal liver capable of promoting hemopoietic
cell proliferation.. [J Cell Physiol, 154 (2), (1993), 381-392]
Hata M, Nanno M, Doi H, Satomi S, Sakata T, Suzuki R, Itoh T
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34) Eﬀects of sex steroids on the proliferation of thymic epithelial cells in a culture model: a role of protein kinase
C.. [Immunol Cell Biol, 72 (3), (1994), 193-199]
Sakabe K, Kawashima I, Urano R, Seiki K, Itoh T
35) Stimulation of in vitro hematopoiesis by a murine fetal hepatocyte clone through cell-cell contact.. [J Cell
Physiol, 160 (3), (1994), 445-454]
Nanno M, Hata M, Doi H, Satomi S, Yagi H, Sakata T, Suzuki R, Itoh T
36) Establishment and characterization of nurse cell-like clones from human skin. Nurse cell-like clones can stimulate
autologous mixed lymphocyte reaction.. [J Immunol, 153 (7), (1994), 2927-2938]
Iwagami S, Furue S, Toyosaki T, Horikawa T, Doi H, Satomi S, Itoh T, Sakata T, Suzuki R
37) The thymus atrophy-inducing organotin compound DBTC inhibits the binding of thymocytes to thymic
epithelial cells.. [Int J Immunopharmacol, 17 (4), (1995), 329-337]
Pieters R H, Albers R, Bleumink R, Snoeij N J, Itoh T, Seinen W, Penninks A H
38) Most thymocytes die in the absence of DNA fragmentation.. [Arch Histol Cytol, 58 (2), (1995), 249-256]
Nakamura M, Yagi H, Kayaba S, Ishii T, Ohtsu S, Gotoh T, Itoh T
39) Induction of TCR-gamma delta+ cells from thymocytes stimulated by a fetal liver-derived hepatocyte clone..
[J Immunol, 155 (6), (1995), 2918-2927]
Nanno M, Hata M, Shimada S, Doi H, Satomi S, Yagi H, Nakamura M, Sakata T, Suzuki R, Itoh T
40) Death of germinal center B cells without DNA fragmentation.. [Eur J Immunol, 26 (6), (1996), 1211-1216]
Nakamura M, Yagi H, Kayaba S, Ishii T, Gotoh T, Ohtsu S, Itoh T
41) Defect of thymocyte emigration in a T cell deﬁciency strain (CTS) of the mouse.. [J Immunol, 157 (8),
(1996), 3412-3419]
Yagi H, Matsumoto M, Nakamura M, Makino S, Suzuki R, Harada M, Itoh T
42) Induction of tolerance to islet and skin allografts by intrathymic inoculation of thymic stromal cell clones in
mice.. [Transplant Proc, 29 (1月 2日), (1997), 765-766]
Koja S, Doi H, Satomi S, Fujimori K, Takemura M, Ohkohchi N, Miura S, Takeda Y, Morimoto K, Itoh
T, Taguchi Y, Okazaki H
43) Glucocorticoid-induced thymocyte death in the murine thymus: the eﬀect at later stages.. [Arch Histol Cytol,
60 (1), (1997), 65-78]
Ishii T, Nakamura M, Yagi H, Soga H, Kayaba S, Gotoh T, Satomi S, Itoh T
44) Heterogeneity of mouse thymic macrophages: I. Immunohistochemical analysis.. [Arch Histol Cytol, 60 (1),
(1997), 53-63]
Soga H, Nakamura M, Yagi H, Kayaba S, Ishii T, Gotoh T, Itoh T
45) DNA fragmentation is not the primary event in glucocorticoid-induced thymocyte death in vivo.. [Eur J
Immunol, 27 (4), (1997), 999-1004]
Nakamura M, Yagi H, Ishii T, Kayaba S, Soga H, Gotoh T, Ohtsu S, Ogata M, Itoh T
46) Ultrastructural analysis of mouse thymocyte subpopulations.. [Eur J Immunol, 27 (10), (1997), 2680-2687]
Yagi H, Nakamura M, Ishii T, Kasahara S, Itoh T
47) A time kinetic study of the eﬀect of aminobisphosphonate on murine haemopoiesis.. [Br J Haematol, 107 (4),
(1999), 779-790]
Nakamura M, Yagi H, Endo Y, Kosugi H, Ishi T, Itoh T
48) Immunosuppressant FTY720 inhibits thymocyte emigration.. [Eur J Immunol, 30 (5), (2000), 1435-1444]
Yagi H, Kamba R, Chiba K, Soga H, Yaguchi K, Nakamura M, Itoh T
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49) Enhanced neutrophilic granulopoiesis in rheumatoid arthritis. Involvement of neutrophils in disease progres-
sion.. [J Rheumatol, 27 (6), (2000), 1341-1351]
Ohtsu S, Yagi H, Nakamura M, Ishii T, Kayaba S, Soga H, Gotoh T, Rikimaru A, Kokubun S, Itoh T
50) Establishment of a mouse thymic epithelial cell line, IT-76MHC and a brief review on cultured thymic epithelial
cells.. [Cell Mol Biol (Noisy-le-grand), 47 (1), (2001), 1-18]
Itoh T, Nakamura M, Yagi H, Soga H, Doi H, Koja S, Nanno M, Suzuki R, Satomi S, Kasahara S
51) Diﬀerentiation of monocytes into multinucleated giant bone-resorbing cells: two-step diﬀerentiation induced by
nurse-like cells and cytokines.. [Arthritis Res, 3 (5), (2001), 306-310]
Toyosaki-Maeda T, Takano H, Tomita T, Tsuruta Y, Maeda-Tanimura M, Shimaoka Y, Takahashi T, Itoh
T, Suzuki R, Ochi T
52) 胸腺上皮細胞から産生される液性因子の検索. [日本免疫学会総会  学術集会記録, 32, (2002), 245-245]
山岸舞, 陳東, 曽我浩之, 矢口圭, 伊藤恒敏
53) マウス胸腺に観察される CD11c陽性細胞. [日本免疫学会総会  学術集会記録, 32, (2002), 60-60]
曽我浩之, 山岸舞, 伊藤恒敏
54) 多量体抗体受容体 (pIgR)欠損マウスにおける小腸上皮細胞間 Tリンパ球 (IEL)の選択的増加. [日本免疫学
会総会  学術集会記録, 32, (2002), 40-40]
南野昌信, 伊藤恒敏
55) マウス胸腺の CD 11c陽性細胞:免疫組織学的検索. [リンパ学, 25 (1～2), (2002), 52-52]
曽我浩之, 山岸舞, 伊藤恒敏
56) サイトカインが形成する胸腺内微小環境の部位による違い. [解剖学雑誌, 78 (Suppl.), (2003), 292-292]
山岸舞, 曽我浩之, 矢口圭, 伊藤恒敏
57) リンパ球と上皮-古くて新しい問題の再発見　 iIELの小腸内分布とその機能. [解剖学雑誌, 78 (Suppl.), (2003),
162-162]
矢口圭, 田村明, 曽我浩之, 山岸舞, 伊藤恒敏
58) リンパ球と上皮-古くて新しい問題の再発見　胸腺上皮細胞と Tリンパ球分化. [解剖学雑誌, 78 (Suppl.),
(2003), 161-161]
伊藤恒敏, 山岸舞, 曽我浩之
59) Distribution of two types of lymphocytes (intraepithelial and lamina-propria-associated) in the murine small
intestine.. [Cell Tissue Res, 313 (1), (2003), 47-53]
Tamura Akira, Soga Hiroyuki, Yaguchi Kei, Yamagishi Mai, Toyota Takayoshi, Sato Jo, Oka Yoshitomo,
Itoh Tsunetoshi
60) TNFレセプター 1欠損マウスでは小腸絨毛上皮細胞剥離は観察されない. [日本免疫学会総会  学術集会記録,
33, (2003), 248-248]
曽我浩之, 矢口圭, 山岸舞, 伊藤恒敏
61) 小腸上皮細胞間リンパ球の機能. [リンパ学, 26 (2), (2003), 68-68]
曽我浩之, 矢口圭, 山岸舞, 伊藤恒敏
62) 腸上皮細胞間リンパ球の小腸内分布. [リンパ学, 26 (2), (2003), 67-67]
伊藤恒敏, 田村明, 曽我浩之, 山岸舞
63) DNA fragmentation and detachment of enterocytes induced by anti-CD3 mAb-activated intraepithelial
lymphocytes.. [Cell Tissue Res, 315 (1), (2004), 71-84]
Yaguchi Kei, Kayaba Shoichi, Soga Hiroyuki, Yamagishi Mai, Tamura Akira, Kasahara Shigeru, Ohara
Shuichi, Satoh Jo, Oka Yoshitomo, Toyota Takayoshi, Itoh Tsunetoshi
64) マウス小腸における上皮細胞間リンパ球の機能. [解剖学雑誌, 79 (2), (2004), 76-76]
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曽我浩之, 矢口圭, 山岸舞, 伊藤恒敏
65) Evidence for existence of oligoclonal tumor-inﬁltrating lymphocytes and predominant production of T helper
1/T cytotoxic 1 type cytokines in gastric and colorectal tumors.. [Int J Oncol, 25 (1), (2004), 133-141]
Matsutani Takaji, Shiiba Ken-Ichi, Yoshioka Takeshi, Tsuruta Yuji, Suzuki Ryuji, Ochi Takahiro, Itoh
Tsunetoshi, Musha Hiroaki, Mizoi Takayuki, Sasaki Iwao
66) Perforin欠損マウスでは小腸絨毛上皮細胞 DNA断片化は観察されない. [リンパ学, 27 (1), (2004), 42-42]
曽我浩之, 矢口圭, 松谷隆治, 大森毅彦, 伊藤恒敏
67) 胸腺 T細胞亜群間の T細胞受容体レパトアの変化　β選択は V鎖レパトアにほとんど影響しない. [解剖学
雑誌, 80 (Suppl.), (2005), 208-208]
松谷隆治, 大森毅彦, 曽我浩之, 伊藤恒敏
68) 胸腺 Tリンパ球亜群における T細胞受容体レパトア. [解剖学雑誌, 80 (1), (2005), 13-13]
松谷隆治, 大森毅彦, 曽我浩之, 伊藤恒敏
69) Accumulation of intestinal intraepithelial lymphocytes in association with lack of polymeric immunoglobulin
receptor.. [Eur J Immunol, 35 (4), (2005), 1211-1219]
Yamazaki Ken-ichi, Shimada Shin-ichiro, Kato-Nagaoka Noriko, Soga Hiroyuki, Itoh Tsunetoshi, Nanno
Masanobu
70) 「地域医療教育開発センター」の設置と「地域医療システム学」寄附講座の設置. [宮城県医師会報, (712),
(2005), 318-319]
伊藤恒敏
71) Immunosuppression by morphine-induced lymphocyte apoptosis: is it a real issue?. [Anesth Analg, 101 (4),
(2005), 1117-22, table of contents]
Ohara Takeshi, Itoh Tsunetoshi, Takahashi Masahiko
72) マウス胸腺 T細胞の分化過程における T細胞受容体 Vβ鎖の CDR3長の変化. [日本免疫学会総会  学術集
会記録, 35, (2005), 218-218]
松谷隆治, 大森毅彦, 尾形雅君, 伊藤恒敏
73) 医師不足　地域一体の育成機構設置を. [朝日新聞, (2006), 1]
伊藤恒敏
74) Limited VH gene usage in B-cell clones established with nurse-like cells from patients with rheumatoid arthritis..
[Rheumatology (Oxford), 45 (5), (2006), 549-557]
Nakamura-Kikuoka S, Takahi K, Tsuboi H, Toyosaki-Maeda T, Maeda-Tanimura M, Wakasa C, Kikuchi
N, Norioka S, Iwasaki M, Matsutani T, Itoh T, Yamane S, Takemoto H, Tsuruta Y, Shimaoka Y, Yukioka
M, Suzuki R, Ochi T
75) 胸腺選択による T細胞受容体レパトアと CDR3長の変化. [リンパ学, 29 (1), (2006), 32-35]
松谷隆治, 大森毅彦, 尾形雅君, 曽我浩之, 伊藤恒敏
76) 胸腺は個々のTリンパ球の抗原特異性の決定にどこまで関与しているのか. [リンパ学, 29 (1), (2006), 41-42]
伊藤恒敏
77) 胸腺分化における CD4+CD25+regulatory T細胞の T細胞受容体レパトアの変化と相補性決定領域 3(CDR3)
の短鎖化. [解剖学雑誌, 81 (2), (2006), 70-70]
松谷隆治, 大森毅彦, 尾形雅君, 伊藤恒敏
78) 地方の医師不足　実態調べデータ開示を. [河北新報, (2006), 1]
伊藤恒敏
79) Alteration of T-cell receptor repertoires during thymic T-cell development.. [Scand J Immunol, 64 (1), (2006),
53-60]
Matsutani T, Ohmori T, Ogata M, Soga H, Yoshioka T, Suzuki R, Itoh T
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80) 東北大学における地域医療実習の開始とその評価　受入病院と実習学生に対するアンケート調査結果から.
[医学教育, 37 (Suppl.), (2006), 55-55]
金村政輝, 本郷道夫, 伊藤恒敏, 溝口二郎, 石井誠一, 菅原明, 木村秀樹
81) 「マグネット  ホスピタル」の提案. [ドクターズマガジン, (81), (2006), 1]
伊藤恒敏
82) 東北大学における地域医療実習の開始とその評価-受入病院と実習学生に対するアンケート調査結果から. [医
学教育, 37, (2006), 55-55]
金村政輝本郷道夫伊藤恒敏溝口二郎石井誠一菅原明木村秀樹
83) 東北地方の医師不足の実態　病院  医師を対象としたアンケート調査結果から. [日本公衆衛生学会総会抄録
集, 65回, (2006), 511-511]
金村政輝, 溝口二郎, 木村秀樹, 小笠原博信, 伊藤恒敏, 本郷道夫
84) 東北地方の医師不足の実態-病院  医師を対象としたアンケート調査結果から-. [日本公衆衛生学会総会抄録
集, 53, (2006), 511-511]
金村政輝溝口二郎木村秀樹小笠原博信伊藤恒敏本郷道夫
85) 医師不足はアクセスの公平性を損ねる重大な問題　政策科学の視点からの解決が必要. [日本医事新報, (4310),
(2006), 81-84]
金村政輝, 伊藤恒敏, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 本郷道夫
86) 医師不足はアクセスの公平性を損ねる重大な問題-政策科学の視点からの解決が必要. [日本医事新報, (4310),
(2006), 81-84]
金村政輝伊藤恒敏木村秀樹小笠原博信溝口二郎本郷道夫
87) 今後の医師集団の人口動態の変化-高齢化と女性医師の増加が変化の主体. [日本医事新報, 4363, (2007), 80-84]
金村政輝伊藤恒敏木村秀樹小笠原博信本郷道夫
88) Comparison of CDR3 length among thymocyte subpopulations: impacts of MHC and BV segment on the CDR3
shortening.. [Mol Immunol, 44 (9), (2007), 2378-2387]
Matsutani Takaji, Ohmori Takehiko, Ogata Masaki, Soga Hiroyuki, Kasahara Shigeru, Yoshioka Takeshi,
Suzuki Ryuji, Itoh Tsunetoshi
89) マウス小腸絨毛上皮細胞における DNA修復機構. [解剖学雑誌, 82 (Suppl.), (2007), 132-132]
尾形雅君, 松谷隆治, 伊藤亜里, 伊藤恒敏
90) 医師の確保と育成-マグネットホスピタルの提言. [日医ニュース, (1097), (2007), 8-8]
伊藤恒敏
91) インターネットを活用した医師生涯学習支援システムの構築 (東北大学診断  治療情報コンテンツライブラ
リー). [医学教育, 38 (Suppl.), (2007), 99-99]
溝口二郎, 金村政輝, 木村秀樹, 小笠原博信, 三須建郎, 金塚完, 本郷道夫, 伊藤恒敏
92) 医師臨床研修マッチング結果と研修病院の病床規模及び所在地との関係　学生の研修先選択傾向を探る. [医
学教育, 38 (Suppl.), (2007), 67-67]
木村秀樹, 伊藤恒敏, 金村政輝, 小笠原博信, 溝口二郎, 本郷道夫
93) 日本の医師不足を放置できるか-日本の医療制度を荒廃  崩壊させないために-. [全国町村会ホームページ,
(2007), 1]
伊藤恒敏本郷道夫溝口二郎金村政輝木村秀樹小笠原博信
94) 東北大学における医師の生涯学習支援 (2年間の講習会の結果から). [医学教育, 38, (2007), 57-57]
小笠原博信伊藤恒敏溝口二郎金村政輝木村秀樹本郷道夫
95) 東北大学における地域医療実習の改善と新たな展開. [医学教育, 38, (2007), 60-60]
金村政輝菅原明石井誠一木村秀樹小笠原博信溝口二郎金塚完伊藤恒敏本郷道夫
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96) 医師臨床研修マッチング結果と研修病院の病床規模及び所在地との関係：学生の研修先選択傾向を探る. [医
学教育, 38, (2007), 67-67]
木村秀樹伊藤恒敏金村政輝小笠原博信溝口二郎本郷道夫
97) インターネットを活用した医師生涯学習システムの構築 (東北大学診断  治療情報コンテンツライブラリー).
[医学教育, 38, (2007), 99-99]
溝口二郎金村政輝木村秀樹小笠原博信三須達郎金塚完本郷道夫伊藤恒敏
98) 医師の育成　核となる病院を地域に. [読売新聞, (2007), 13-13]
伊藤恒敏
99) 医師需給政策に関する研究基盤構築の必要性. [日本行動計量学会第 35回大会発表論文抄録集, (2007), 29-32]
金村政輝伊藤恒敏木村秀樹小笠原博信溝口二郎本郷道夫
100) 医師臨床研修マッチ結果と病院の経営主体との関係. [第 49回全日本病院学会秋田大会プログラム  抄録集,
(2007), 205-205]
木村秀樹伊藤恒敏金村政輝小笠原博信溝口二郎本郷道夫
101) マグネットホスピタルの提案-地域医療再生の試案-. [第 46回全国自治体病院学会プログラム 抄録集, (2007),
88-88]
伊藤恒敏
102) マグネットホスピタルをめざして. [医学のあゆみ, 222 (10), (2007), 817-819]
伊藤恒敏
103) Bacterial superantigens and T cell receptor beta-chain-bearing T cells in the immunopathogenesis of ulcerative
colitis.. [Clin Exp Immunol, 150 (1), (2007), 13-21]
Shiobara N, Suzuki Y, Aoki H, Gotoh A, Fujii Y, Hamada Y, Suzuki S, Fukui N, Kurane I, Itoh T, Suzuki
R
104) 胸腺内 Tリンパ球前駆細胞の V(D)J recombinationに伴って発現するγ-H2AXの解析. [日本免疫学会総会 
学術集会記録, 37, (2007), 58-58]
伊藤亜里, 松谷隆治, 尾形雅君, 伊藤恒敏
105) 地域医療を担う医師への生涯学習支援　東北大学講習会 2年間の結果より. [日本公衆衛生学会総会抄録集,
66回, (2007), 382-382]
溝口二郎, 小笠原博信, 木村秀樹, 金塚完, 三須建郎, 金村政輝, 伊藤恒敏, 本郷道夫
106) 医師の勤務実態　東北地方の病院  医師を対象としたアンケート調査結果から. [日本公衆衛生学会総会抄録
集, 66回, (2007), 362-362]
金村政輝, 伊藤恒敏, 溝口二郎, 木村秀樹, 小笠原博信, 本郷道夫
107) 地域医療を担う医師への生涯学習支援 (東北大学講習会 2 年間の結果より). [日本公衆衛生学会雑誌, 54,
(2007), 382-382]
溝口二郎小笠原博信木村秀樹金塚完三須達郎金村政輝伊藤恒敏本郷道夫
108) 医師の勤務実態-東北地方の病院  医師を対象としたアンケート調査結果から. [日本公衆衛生学会雑誌, 54
(10), (2007), 362-362]
金村政輝伊藤恒敏溝口二郎木村秀樹小笠原博信本郷道夫
109) 医療現場におけるマンパワー不足-東北地方の病院  医師を対象としたアンケート調査結果から. [医療の質 
安全学会誌第 2回学術集会&国際シンポジウムプログラム  抄録集, 2, (2007), 197]
金村政輝伊藤恒敏溝口二郎木村秀樹小笠原博信本郷道夫
110) 新規非ペプチド性低分子トロンボポイエチン受容体アゴニストの発見とその作用機序の解析. [日本生化学会
大会  日本分子生物学会年会合同大会講演要旨集, 80回  30回, (2007), 1T15-3]
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山根規子, 高橋浩治, 田中嘉一, 加藤和枝, 高山正己, 大薮巨樹, 塩田武司, 竹中秀行, 吉田裕, 原慎一郎, 村
司孝巳, 中村悦男, 西谷喜徳, 中井裕幸, 織田聡, 前川和彦, 石崎順, 山根昌治, 永田清, 湯通堂隆, 小泉謙三,
鈴木隆二, 伊藤恒敏, 武本浩
111) 医療現場におけるマンパワーの不足　東北地方の病院  医師を対象としたアンケート調査結果から. [医療の
質  安全学会誌, 2 (Suppl.), (2007), 197-197]
金村政輝, 伊藤恒敏, 溝口二郎, 木村秀樹, 小笠原博信, 本郷道夫
112) マグネットホスピタルの提案　地域医療再生の試案 (上). [社会保険旬報, (2332), (2007), 6-11]
伊藤恒敏、本郷道夫、溝口二郎、金村政輝、木村秀樹、小笠原博信
113) マグネットホスピタルの提案-地域医療再生への試案-(下). [社会保険旬報, 2333, (2007), 34-40]
伊藤恒敏、本郷道夫、溝口二郎、金村政輝、木村秀樹、小笠原博信
114) 今後の医師集団の人口動態の変化　高齢化と女性医師の増加が変化の主体. [日本医事新報, (4363), (2007),
80-84]
金村政輝, 伊藤恒敏, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 本郷道夫
115) 今後の医師集団の人口動態の変化-高齢化と女性意思の増加が変化の主体. [日本医事新報, 4363, (2007), 80-84]
金村政輝伊藤恒敏木村秀樹小笠原博信溝口二郎本郷道夫
116) 小腸絨毛上皮細胞における DNA断片化誘発および DNA修復. [解剖学雑誌, 83 (Suppl.), (2008), 164-164]
尾形雅君, 松谷隆治, 伊藤亜里, 伊藤恒敏
117) Proinﬂammatory role of amphiregulin, an epidermal growth factor family member whose expression is
augmented in rheumatoid arthritis patients.. [J Inﬂamm (Lond), 5, (2008), 5-5]
Yamane Shoji, Ishida Satoru, Hanamoto Yukie, Kumagai Ken-Ichi, Masuda Riako, Tanaka Konagi,
Shiobara Noriyuki, Yamane Noriko, Mori Toshihito, Juji Takuo, Fukui Naoshi, Itoh Tsunetoshi, Ochi
Takahiro, Suzuki Ryuji
118) 医師不足と地域医療の崩壊　現状と展望　展望　東北大学地域医療システム学からの提言. [医学のあゆみ,
225 (8), (2008), 671-675]
伊藤恒敏
119) Characterization of novel non-peptide thrombopoietin mimetics, their species speciﬁcity and the activation
mechanism of the thrombopoietin receptor.. [Eur J Pharmacol, 586 (1月 3日), (2008), 44-51]
Yamane Noriko, Tanaka Yoshikazu, Ohyabu Naoki, Yamane Shoji, Maekawa Kazuhiko, Ishizaki Jun,
Suzuki Ryuji, Itoh Tsunetoshi, Takemoto Hiroshi
120) LIGHT induces cell proliferation and inﬂammatory responses of rheumatoid arthritis synovial ﬁbroblasts via
lymphotoxin beta receptor.. [J Rheumatol, 35 (6), (2008), 960-968]
Ishida Satoru, Yamane Shoji, Ochi Takahiro, Nakano Saori, Mori Toshihito, Juji Takuo, Fukui Naoshi,
Itoh Tsunetoshi, Suzuki Ryuji
121) iIELによる絨毛上皮細胞の DNA断片化誘発機構と上皮細胞における DNA修復機構. [リンパ学, 31 (1),
(2008), 6-9]
尾形雅君, 松谷隆治, 伊藤亜里, 伊藤恒敏
122) 心要医師数推計と医学部の適正定員. [社会保険旬報, (2357), (2008), 30-35]
小笠原博信, 伊藤恒敏, 本郷道夫, 金村政輝, 木村秀樹, 溝口二郎
123) 地域医療実習による地域医療に対する医学生の意識の変化. [医学教育, 39 (Suppl.), (2008), 147-147]
金村政輝, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 石井誠一, 金塚完, 伊藤恒敏, 本郷道夫
124) OECD加盟国における医師不足と医科大学卒業生数の推移. [医学教育, 39 (Suppl.), (2008), 80-80]
金村政輝, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 伊藤恒敏, 本郷道夫
125) 必要医師数推計と医学部の適正定員. [社会保険旬報, (2356), (2008), 18-23]
小笠原博信, 伊藤恒敏, 本郷道夫, 金村政輝, 木村秀樹, 溝口二郎
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126) Absence of Ku70 gene obliterates X-ray-induced lacZ mutagenesis of small deletions in mouse tissues.. [Radiat
Res, 170 (2), (2008), 216-223]
Uehara Yoshihiko, Ikehata Hironobu, Komura Jun-ichiro, Ito Ari, Ogata Masaki, Itoh Tsunetoshi,
Hirayama Ryoichi, Furusawa Yoshiya, Ando Koichi, Paunesku Tatjana, Woloschak Gayle E, Komatsu
Kenshi, Matsuura Shinya, Ikura Tsuyoshi, Kamiya Kenji, Ono Tetsuya
127) 医療スタッフ獲得のための処方箋 わたしが進める不足打開の突破口はこれだ　医師を引きつけるマグネット
ホスピタルの提案. [新医療, 35 (8), (2008), 124-128]
伊藤恒敏, 金村政輝, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 本郷道夫
128) 医師を引きつけるマグネットホスピタルの提案　ー鍵は教育：どう若い医師の育成に取り組むのかー. [都市
問題研究, 60 (8), (2008), 16-35]
伊藤恒敏
129) Discovery of novel non-peptide thrombopoietin mimetic compounds that induce megakaryocytopoiesis.. [Biosci
Rep, 28 (5), (2008), 275-285]
Yamane Noriko, Takahashi Koji, Tanaka Yoshikazu, Kato Kazue, Takayama Masami, Ohyabu Naoki,
Shiota Takeshi, Takenaka Hideyuki, Yoshida Yutaka, Hara Shinichiro, Murashi Takami, Nakamura Etsuo,
Nishitani Yoshinori, Ishizaki Jun, Yamane Shoji, Nagata Kiyoshi, Koizumi Kenzo, Yutsudo Takashi,
Suzuki Ryuji, Itoh Tsunetoshi, Takemoto Hiroshi
130) 政策的な議論を有意義なものとするための医師偏在の指標と医師数マップ作成の試み. [日本公衆衛生学会総
会抄録集, 67, (2008), 334-334]
金村政輝, 伊藤恒敏, 木村秀樹, 小笠原博信, 溝口二郎, 筒井美穂, 奈良正之, 長崎裕, 本郷道夫
131) 選ばれる自治体病院　病院のマグネティズムを考える 医師を引きつけるマグネットホスピタルの提案　医師
のキャリア形成と教育. [日本医療  病院管理学会誌, 45 (Suppl.), (2008), 40-40]
伊藤恒敏
132) Inhibition of Src homology 2 domain-containing protein tyrosine phosphatase substrate-1 reduces the severity
of collagen-induced arthritis.. [J Rheumatol, 35 (12), (2008), 2316-2324]
Tanaka Konagi, Horikawa Tatsuya, Suzuki Satsuki, Kitaura Kazutaka, Watanabe Junko, Gotoh Akito,
Shiobara Noriyuki, Itoh Tsunetoshi, Yamane Shoji, Suzuki Ryuji, Fukui Naoshi, Ochi Takahiro
133) DNA repair after DNA fragmentation in mouse small intestinal epithelial cells.. [Cell Tissue Res, 335 (2),
(2009), 371-382]
Ogata Masaki, Oomori Takehiko, Soga Hiroyuki, Ota Yuta, Itoh Ari, Matsutani Takaji, Nanno Masanobu,
Suzuki Ryuji, Itoh Tsunetoshi
134) マウス小腸における絨毛上皮細胞の DNA修復機構. [解剖学雑誌, 84 (Suppl.), (2009), 153-153]
尾形雅君, 大田祐太, 松谷隆治, 伊藤恒敏
135) T cell receptor repertoire in BALB/c mice varies according to tissue type, sex, age, and hydrocortisone
treatment.. [Exp Anim, 58 (2), (2009), 159-168]
Kitaura Kazutaka, Kanayama Kiichi, Fujii Yoshiki, Shiobara Noriyuki, Tanaka Konagi, Kurane Ichiro,
Suzuki Satsuki, Itoh Tsunetoshi, Suzuki Ryuji
136) [ How to make regional medicine revive from the medical crisis or collapse due to the severe paucity of medical
doctors: a plan with "the magnet hospital"] . [Nippon Ronen Igakkai Zasshi, 46 (6), (2009), 503-507]
Itoh Tsunetoshi
137) BALB/cマウスにおける T細胞レセプターレパトア解析　組織  性別  週齢およびヒドロコルチゾン投与に
よる影響. [Experimental Animals, 58 (2), (2009), 159-168]
北浦一孝, 金山喜一, 藤井克樹, 塩原教之, 田中こなぎ, 倉根一郎, 鈴木さつき, 伊藤恒敏, 鈴木隆二
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